
2016年度 秋 要望調査票
青年海外協力隊 / 海外協力隊 / 日系社会青年海外協力隊 / 日系社会海外協力隊

要請番号（JL52416B29）

国名 職種コード 職種 年齢制限 活動形態 区分 派遣期間 派遣隊次

マラウイ D252 木工 個別 新規 2年 ・2017/1 ・2017/2 ・
2017/3

【配属機関概要】

1）受入省庁名（日本語）

労働・人材開発省

2）配属機関名（日本語）

ナミテテ技術訓練校

3）任地（ リロングウェ県ナミテテ ） JICA事務所の所在地（ リロングウェ市 ）

任地からJICA事務所までの交通手段、所要時間（ ﾊﾞｽ で 約 2.0 時間 ）

4）配属機関の規模・事業内容

政府系の技術訓練校。同校は、大きく分けて3つの部門(コンストラクション、コマーシャル、ヒューマンリソースマネ
ジメント)を持つ。年間予算は約730万円。木工部門はコンストラクションに属し、JVは1年～3年生の1クラス約20人の
クラスを指導する。

【要請概要】
1）要請理由・背景

マラウイでは木材資源が豊富な地域があり、木工の需要があるが、市場のニーズに応えられる家具などを作ることがで
きずに輸入に頼っている。技術訓練校の技術レベルは一般の木工場と同程度であり、生徒たちは学校で学ぶより木工場
で直接働きながら学んでいる場合が多い。
配属先では、一般の木工場と差別化を図り基本的な工具の手入れや製品の質の向上のため学生だけでなく、教員への知
識及び技術レベルの向上を目的にJV要請に至った

2）予定されている活動内容（以下を踏まえ、隊員の経験をもとに関係者と協議して計画を立て、柔軟に内容を変更しな
がら活動を進めます）

1.木工部門の講師として主に実習及び学科をサポートする。
2.手工具や木工機械の基本的な手入れ方法を指導する。
3.木工場の5S(整理、整頓、清掃、清潔、躾)指導を行う。
4.デザインスケッチ、製図を指導する。
5.マラウイにない木工製品の提案を行う。
6.安全作業の必要性について教材の提案と指導法の助言を行う

3）隊員が使用する機材の機種名・型式、設備等

洋式の手工具(鋸、鉋、鑿、槌)と据置型木工機械(丸鋸盤、かんな盤、バーティカルサンダー等、英国とインドから寄贈
されたものがある)

4）配属先同僚及び活動対象者

部長 1名(男性 40代)
講師 1名(男性 40代)
ワークショップアシスタント(男性 20代)
生徒数は1学年20名程度(18～25歳)

募集終了

https://www.jica.go.jp/volunteer/


5）活動使用言語

英語

6）生活使用言語

その他

7）選考指定言語

【資格条件等】
[免許]：（　　　　）

[性別]：（　　　　）　備考：

[学歴]：（専門学校卒）　備考：同僚と同等の技術レベル

[経験]：（実務経験）2年以上　備考：同僚と同等の技術
レベル

任地での乗物利用の必要性

不要

【地域概況】
[気候]：（温暖冬季少雨気候）　気温：（10～30℃位）

[通信]：（インターネット可　　電話可）

[電気]：（不安定）

[水道]：（不安定）

【特記事項】
必須ではないが、技能士、指導員免許、技術科教諭免許等あれば尚良い。
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